
１ 排水対策

排水対策は、円滑なは種作業の実施と湿害防止の観点から、水稲収穫後速やかに実施

しましょう。

２ 種子消毒

薬剤消毒法または温湯浸漬法のいずれかを実施。黒穂病類・斑葉病は生育中の防除

方法がないことから、必ず種子消毒をしましょう。

（詳細は「新潟県農作物病害虫雑草防除指針」参照）
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排水対策 内 容

地表排水
周囲明渠：深さ30～40cm 程度。

必ずほ場排水口と連結する。

地下排水
補助暗渠：本暗渠と直交するように深さ40cm程度に施工。
(施工間隔は特に透水性の悪いほ場では2～3m程度とする。)

※ 周囲明渠は定期的に点検し、越冬後等必要に応じて手直しする

図 排水対策実施例
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＜主な排水対策＞

安定した麦の収量・品質を確保するためには、越冬前に充分な生育量を確保

することが重要です。

越冬前生育量の確保には、「排水対策の徹底」と「適期・適量は種」が必須

です。

消毒方法 内 容 と 留 意 点

薬剤消毒法 薬剤湿粉衣後、必ず風乾する。

温湯浸漬法
〇大麦：初期温度42℃とし、加温せずに自然に温度が下がるまま、10時間浸漬
〇小麦：初期温度46℃とし、加温せずに自然に温度が下がるまま、６～10時間浸漬

＜種子消毒の留意点＞

※ 温湯浸漬法においては、大麦と小麦で初期温度が異なることに注意



３ は種様式・時期

は種様式は、出芽・苗立ちや生育量が安定して確保できる畝立てドリル播を励行し、

ほ場条件等に合致した適切なは種量を設定しましょう。

また、越冬前の生育量を確保するためには、適期は種が重要です。

４ 基肥等・秋期追肥の施用

基肥は越冬前の生育量を確保するために確実に施用しましょう。大麦は酸性に弱く、

酸性土壌では生育不良となるため、pH6.0～6.5を目標に石灰質資材を施用しましょう。

（水田転換１年目のほ場は必ず施用）

また、越冬後の早期分げつ促進、良質茎確保のため、苗立数が150本/㎡を下回る場合

や、株が黄化した場合は秋期追肥を実施しましょう。

は種様式 ほ場条件
10a当たり
は種量※ 栽培上の特徴と留意点

畝立てドリルは種
(一工程ドリルは種)

排水性が良く、
砕土率が高い
(70%以上)

７～８ kg
・出芽、苗立ちが安定し、良く揃う。
・は種後覆土するため、土壌処理除草剤
の散布が可能。

全面表面は種
(散播)

排水性が良く、
砕土率が高い
(70%以上)

８～10 kg ・は種時の土塊の大きさ、は種後の天候
等の影響を受けやすく、出芽、苗立ち
が不安定。

・表面は種のため、除草剤処理は雑草生
育に応じて越冬後に茎葉処理剤で対応。

排水性が悪く、
砕土率が低い

10～12 kg

＜主なは種様式のほ場条件・は種量など（大麦、小麦共通）＞

※ は種量は、は種時期が早ければ適正量の範囲内で減量、遅ければ増量する。

麦 種 作付地域の平年根雪日数 は時期

大 麦(中雪地帯) 90日以上 9/20～9/30

大 麦(小雪地帯)
60～90日 9/25～10/5

小 麦

＜は種期のめやす＞

＜基肥等の施用量のめやす（大麦、小麦共通）＞

基肥等 施用量のめやす

石灰質資材 消石灰の散布量のめやす：100～150kg/10a ※

基 肥
10a当たり施用量（成分量）のめやす
窒素５～６kg、リン酸８～10kg、カリ３～４kg

※ 石灰質資材は、土壌診断に基づいた施用量とすることを奨励。

＜秋期追肥施用量のめやす（大麦、小麦共通）＞

症状 時期 施用量のめやす

苗立数不足 は種２週間後 窒素成分で２kg/10a

株の黄化 11月中旬まで 窒素成分で１～２kg/10a


